
事例の名称 65

1 安全教育・講習会の工夫 7 建設機械等

2 パトロールの工夫 8 飛来・落下

3 作業環境（粉塵対策、水質汚濁防止、職場環境等） 9 転倒

4 交通事故 10 工具等取扱

5 墜落・転落 11 運搬関連（資機材運搬等）

6 切断等 12 その他

 （添付図、写真）
※現場入場時に左図の資料でルールを説明

整理番号ヘルメットバンドを利用し現場内有資格者の明確化

対策の内容
(説明）

各作業毎の有資格者を、ヘルメットバンドの色分けで表現し、場内での安全管理を確認しやすいよう工夫に努めた。

分
　
類

その他

１．工事概要 （５）近接工事

（１）工 事 名 長崎251号　白水高架橋下部工(A1～P3)工事 　　　下記の工事が当工事と近接工事となるため、資材・重機の管理及び現場での対応に十分注意する事。

（２）発 注 者 国土交通省　九州地方整備局 　・水無川2号砂防えん堤前庭保護工右岸部外工事(H19.9.30)

（３）工　　期 平成19年8月10日～平成20年3月30日 　・市道大野線橋梁下部工外工事(H19.9.28)

（４）施 工 者 ㈱　福　田　組 　・長崎251号親和地区工事用道路工事(H20.1.31)

（５）施工体制 工事所長　　小柳　哲郎 　・長崎251号新湊地区工事用道路工事(H20.1.31)

監理技術者　山下　安通 ３．作業所施工品質目標

（１）品　　質　：　クレーム「０」

（６）工事概要 （２）工　　費　：　FPS改善活動による収益アップ

・橋台工　A1 １式 ・RC橋脚工　P2 １式 （３）工　　程　：　密な工程管理

　　場所打杭工 2本 　　場所打杭工 1本 （４）安全衛生　：　無災害竣工の達成

　　橋台躯体工 １基 　　橋脚躯体工 １基 （５）環　　境　：　周辺環境に配慮した施工、建設副産物の減量リサイクルの促進

　　仮設工 6本 　　仮設工 3本 ４．災害防止重点実施項目

・RC橋脚工　P1 １式 　　防護工 １式 （１）移動式ｸﾚｰﾝによる災害防止

　　場所打杭工 1本 ・RC橋脚工　P3 １式 （２）建設機械等による災害防止

　　橋脚躯体工 １基 　　場所打杭工 1本 （３）飛来・落下災害の防止

　　仮設工 3本 　　橋脚躯体工 １基 （４）作業環境の整備

　　防護工 １式 　　仮設工 3本 ５．作業所安全衛生方針

　　防護工 １式 　　「作業の基本を確実に実施」

２．工事の特殊性 ６．現場規則及び環境方針

（１）隣接地での工事 ・作業に適した服装を着用する。（保安帽は、必ずあご紐を締めて着用）

　・地元住民への配慮 ・タバコは喫煙所（灰皿のある場所）で喫煙する事。

　　　公道への駐車禁止、重機による無駄な振動、騒音を発生させない。ごみ、資材等 ・弁当、ジュース等の一般ゴミは持ち帰り、場内に捨てない事。

　　の飛散防止に努める。※苦情の内容は職員に報告する事。 ・工事騒音、振動の軽減に努め、地域住民との調和を図る。

　・学校への配慮 ・工事用車両のステッカー設置徹底（フロント前面）

　　　工事用道路の出入口がスクールゾーンにあたるため大型車両の運行開始 ・苦情、けが　等の内容は必ず職員に報告する事。

　　時間は８：３０以降とする。 ７．作業手順

（２）架空線・埋設物 始業時は、各職長・作業主任者の指示に従い決められた手順で作業内容を実施する事。

　　　工事用道路出入口に架空線があるため大型車両搬入の際は、事前に積荷高さ ８．安全施工サイクル

　　の確認をしてから搬入する事。搬出車両についても同様に確認する事 ・安全朝礼～ＫＹＫ 8:00

　　※ﾀﾞﾝﾌﾟ使用時は必ずﾊﾞｯｸﾎｳOPはﾀﾞﾝﾌﾟ荷台の降下を確認する事。 ・安全パトロール 10:00

　　　荷台降下されないまま走行した場合、ﾊﾞｯｸﾎｳOPがｸﾗｸｼｮﾝ等で ・工事安全打合せ 12:50

　　　運転手に注意を促す。※資料２参照 ・持場片付け 16:45

（３）排水対策 ９．有資格者の明示

　　　島原湧水群は、名水と知られ地下水利用が活発であるため、本工事において ヘルメットに職種別に決められたヘルタイを付ける。

　　　も地下水の影響を最小限抑えるよう注意して作業を行う事 ※安全衛生責任者＝腕章

　　　・濁水処理施設による対応

（４）土石流対策

　　　工事箇所は、土石流の流下範囲に位置するため悪天候時は必ず現場から

避難する事。

【新　規　入　場　者　教　育　資　料　１】

職長＝（赤色） 合図者＝（緑色） 玉掛け＝（青色） 作業主任者＝（黄色）

作業指揮者

（１）ＦＰＳ（Fukuda Production System）とは、
ＦＰＳは、徹底したムダの排除により、原価低減を継

続的に進め、かつ、人財を造り上げることである。そ
の結果として、競争力と利益を上げることである。

ＦＰＳの信条である「徹底したムダの排除」を具現化
する活動の源流となる思想は、「ジャストインタイム」

と「視える化」である。

・「ジャストインタイム」とは、
・必要なものを

・必要な品質で

・より安く造る
”より良く”Ｂｅｔｔｒ　Ｗａｙをたえず求

めていくこと
⇒ムダを作らない。

・「視える化」とは、

・ 計画と実績の違いをはっきりさ

せ、目標に向かって「やる気」を出
せるようにする事。

⇒ムダを排除し、仕事の効率をUP
する。

（全員が共通認識を持つ）

９．有資格者の明示

ヘルメットに職種別に決められたヘルタイを付ける。

※安全衛生責任者＝腕章

職長＝（赤色） 合図者＝（緑色） 玉掛け＝（青色） 作業主任者＝（黄色）

作業指揮者

機械運転者


